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論文内容の要 旨
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本論文では，開U部を釘する補同'1板が出縮力を受けて崩壊に至るまでの挙動を，弾塑性有限変位解析，
および模型実験によって調べるとともに，関口部を有ーする圧縮補剛板の耐荷力に及ぼす各種パラメ ータの
影響を明らかにした。また，関口部の効果的な補強方法を考案しその耐荷力の算定方法についても，提
案を行ったものである。
まず，本論文の第 l章では，本研究の背景と関連する既往の研究を紹介し，本研究の目的と位置付け，
および木論文の内容の概要を述べた。
つぎに，第2章では，関口部を有する圧縮補剛板の座屈強度と耐荷力とに関する解析法と解析結束とに
ついて示した。は じめに，関口部を設けた圧縮補剛板の弾性座屈強度と座屈モードを，実績調査にもとづ
いて作成した4種類の解析モデルについて解析した。ついで. 実測された初期たわみ，および残留応ノjな
どの初期不整の解析への導入法を示した。 また，弾性~屈解析と同じ 4 種頬の解析モデルを取り上げ，弾
塑性角・限変位解析を行い，各解析モデルの終局強度特性を調べた。
そして，第3章では，解析に用いた4種類のモデルと同 じ寸法を有する供試体を製作して行った圧縮耐
街力実験，およひ'初期不整の計測結果について詳述した。実験供試体としては，関口部の有無と関口部の
補強法とによ って異なる4種類の ものに限定した。これらの供試体の実験によって，着目補附板が終局強
度に至るまでの挙動，終局強度特性，および開n部を対象とした補強法の妥当性を，検討した。そして.
初期たわみについては，実銅製橋脚20基の開口部を有する補剛板について実測 した。また，残留応力につ
いては，実験供試体に準じて製作した供試体.および基礎データを得るための小形の供試体の2種類の供
試体に対して実視1)した。
また，第4章では，はじめに開n部を設けた圧縮補剛板の実績調査にもとづいて各種パラメータを摘出
した。つづいて，それらのパラメータが関U部を有する圧縮補剛板の耐荷力に及ぼす影響乞弾塑性;白限
変{立によるパラメ トリック解析で調べた。抽出したパラメ ータとしては.関口率，関口幅と縦補間IJ材間隔
との比，開口部における縦補剛材の切断言r，初期たわみ波形，残留応プJ. ダプリング板の抜幅 ・板厚，補
剛板の板!旦 縦袖、剛材の剛度，および横補剛材の有無である。
さらに，第5竜では，耐荷力の低下に顕著な影響を及ぼすパラメ ータについて， ~単塑性有限変{守解析を
行うこ とにより.その師、因を究明した。そして，関口部を有する圧縮補剛板の終局強度を関口部のない補
捌1)板の終局強度iこまで削復させるための補強右法を，考案した。また，開口部を有する補同1板の耐術カの
簡易算定法を.提案したのそれらをもとに，実鋼型橋脚の開口部を併する補間1板を対象とした数値計算を
行い. 提案する補強法と簡易算定法との有効性を示した。
最後に，第6章では，木研究によって得られた成果をとり まとめた。
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論文審査の結果の要旨
銅製橋脚などでは，それらの完成後も維持管理を行うために，著しい阿縮力を受ける補剛板で構成され
ているにもかかわらず，開円部が設けられることが多い。この開口部の補強方法としては，種々なものが
挙げ.られるものの.まだ完全な手法が催寸ーしているとは言い難L、。現に.兵庫以南部地震においては.開
円部の)司部座屈が起凶して銅製橋脚に損傷を引き起こしたものが多々あった。木論文の筆者は， これらの
被害に着目して解析的，および実験的な一連の研究を行い，関口部の合理的な補強方法を提案している。
まず.解析的な研究としては，弾塑性有限変位場における有限要素法を用い，開口部の周辺に残留応力
や初期たわみなどの初期不整も導入した耐荷力特性を合理的に評価できる手法を開発している。
つぎに.上記の解析手法の妥当性を検討するために，開n部の補強方法を種々変化させた 4種煩の供試
体を製作し実験を行って両者の比較・検討を行っている。それらの結果，解析的手法によっても，ほぽ
良好に耐荷力特性が評価できることを明らかにしてL喝。
さらに，開口部を設けた圧縮補剛板に関する力守ー的パラメータを実績調査にもとづいて仙出し，それら
のパラメータを組み合わせた場合の耐荷カに関するパラメトリック解析を行い，耐荷力特件.に著しい影響
を及ぼすパラメータを見い出している。
最後に，開U部を有する圧縮補剛板の耐荷力の低卜に顕著な影響を及ぼすバラメータに対する数多くの
詳細な解析を行い，これまで採用されてきた補強方法よりもより合理的な関口部の構造設計法，および開
口部を有する圧縮補剛板で構成された鋼製橋脚の耐荷力算定法について提案している。
以上のように，本論文では，開口部を有する圧縮補剛板の耐荷力特性を解析的，ならびに実験的研究を
通じて明らかにしさらに鋼製橋脚の耐荷力照査法として適用できる有用な提案を行っている。これらの
成果は.橋梁工学をはじめとし，構造工学の発展に寄与するところが大きいと考えられる。したがって，
本論文の著者は.博士(_[学〉の学位を受ける資格を有するものと認める。
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